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弓言‘
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緒 小宮 (1954)は，野菜叉は土壌に附着する人体寄
先きに著者は，矢島らく1959)と共に，主として 生虫卵を検出する場合，植物寄生線虫の Heterod-
千葉県下 10集団における浮瀞法 1本値による集団 eara及び Meloidogyneの虫卵が鈎虫卵に紛らわ
検便l乙際して，人体寄生線虫卵特に鈎虫卵叉は東洋 しいと述べている。ところで従来我国民，人原中に
毛線虫卵と酷似する一種の「不明虫卵Jを発見し， かかる根癌線虫卵を検出した記録は，著者らの論文
その検出率が数%に及んだ事を報告した。叉それが を除いてはない。或は寄生虫感染状況の報告の中で
形態的Ir.，植物寄生の根癌線虫 Meloidogyneの虫 一括不明虫卵として記載した事例のある事も推定さ
卵に類似するので， 2，3の植物より根癌線虫卵を採 れるが，明らかで、なl)o
取し，之と同時に鈎虫卵 (Ancylostomaduodenale， 近時我国農村民於いては，鈎虫が甚だしく蔓延し， 
Necator americanns，Ancylostoma caninum) 鈎虫症は農民の職業病とさえ称され，鈎虫感染は農
と東洋毛様線虫卵 (Tricostrongylusorientalis) 民の健康管理上等閑視出来ない状態にある。従つて
の大きさを計測し，且つ形態を記載して Meloido・ 鈎虫感染の把握は，簡便で有効な方法と正確な技術 
gyne haplaが上記の虫卵に最も類似すると述べ をもって，広く且つ徹底して行われるべきである。
?こ。そこで著者は Meloidogynehaplaの単一寄生 ζの時に当って，われわれは「人尿内不明虫卵jが，
と見倣される落花生の根より，虫卵を分離しその大 少からざる頻度で検出される ζとを指摘した。乙の
きさの計測及び形態観察を行い，実験的に温熱及び 虫卵がわれわれの推定の如く Meloidogyne虫卵な
人工胃液処理による虫卵の抵抗試験を試み，更に虫 らば，我国農村における根癌線虫の淫浸状況より推
卵を猫に経口投与して，尿内出現状況とその形態的 して，精細に検査さえすれば全国的に検出されると
変化を観察したところ，人尿中不明線虫卵の変性像 推定される。
と酷似する変性卵を見出した。 ζれらの結果からし
て，食物等と一緒にこの虫卵が人体に入った場合， 材料及び実験方法
体内で消化破壊される事なく尿中lζ出現する可能性 材料:さきに横浜植物防疫所調査課，三枝敏郎技
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官が Meloidogynehapla (以下 M.h.と略記)の
単一寄生であるとし，著者も根癌の形態観察及び雌
虫体の検索によって確認した，千葉県印旗郡八街町 
字神田のー農家栽培の落花生畑より，‘昭和 34年夏 
より秋にかけて根癌を貰い，実験 K用いた。 0~50C 
K調節した冷蔵庫lζ保存，実験の都度根癌をブロ
ツクシャーレに移し，小型メスの尖端で根癌を切開
して卵嚢を取り出した。卵嚢が根癌外部に露出して
いる場合は之をこわさぬ様針でかきとった。普通検 
鏡しつつ針で卵嚢をこわし，個々の卵K分離，よく
撹持して無作為lζ之の一部を取り出して試験に供し
7こ。実験は根癌採取後なるべく速やかに行った。
方法 
1. 虫卵観察
昭和 34年 8月 31日分離した虫卵を少量の水と共
にスライドグラス上におき，静かにカバーグラスで
被い，虫卵の形態観察及びミクロメーターをもって 
200卵の長短径を計測した。虫卵の正常位を保つよ
うプレパラートの水分を調節し，又は針で軽くカバ
ーグラスをおさえ検鏡した。虫卵の形態観察は正常
卵と異常卵lζ大別し，異常卵の名称及び分類につい
ては柳沢(1955)に準拠した。計測値の集計は長短
径の算術平均及び標準偏差を算出し，長短径の分布
型を正規確率紙上で検討した。なお既報(1959)の
計測値についてもその分布型を検定した。 
2. 温熱処理試験
1) 400C 2日連続加温試験
昭和 34年9月 5日無作為抽出の M.h.虫卵を少
量の水と共にスライドグラス上におき，静かにカパ
ーグラスで被って検鏡，虫卵 16個を無作為に選ん 
で番号を附し，継続観察対象とした。 6寸シャーレ
内1/:， 3寸シャーレの葦をとって重ね，両者の間に
水を満して湿室とし，内側シャーレ内に上記標本を
収め， 380C___40oC le:調節した恒温器に収め， 連続 
2日間加担した。観察時間は装置後 2，4，8，20， 
24，48時間で， その都度取り出し室組下で虫卵の
形態的変化を観察し，叉装置内温度を記録した。 1
回の観察所要時間は1O~20 分であった。
2) 沸騰水 920Cによる加温試験
予備試験として昭和 34年 10月 7日無作為抽出の
M.h.虫卵を水 10ccを入れた試験管に分注し，予
め調節しておいた 60oC，800Cの温水中に試験管毎
浸潰，加熱時聞を 5分， 10分とし，管底に沈んだ虫
卵をピペットで取り出して型通り検鏡した。ついで
本試験として 92CC 5分， 20分， 30分を試験 100卵
の変性の種類と頻度を記載した。 
3. 人工胃液浸漬試験
10% HClを蒸溜水で稀釈し， HClの濃度が 1%
0.5%，0.35%，0.1%，0.05%，0.035%となる様調整
し，更に各々 100ml K対し 0.5gの合糖ペプシンを
加え人工胃液試験液とした。対象としては蒸溜水及
び含糖ペプシン 0.5/100ml水溶液を用いた。 pH
はベックマン pHメーターによって測定した。昭和
34年 9月 12日無作為抽出の M.h.虫卵をスライド
グラス上にとり，夫々上記試験液で被い，室温下で
直後， 1時間後， 2時間後， 3時間後の 4固に亘り， 
各群 15コの同一虫卵を継続観察した。なお 0.035%
人工胃液浸漬のプレパラートを 12時間室温民放置
その変化を写真撮影した。 
4. 猫lζ於ける M.h.卵経口投与試験
生後約5カ月の小猫fC.，予めよく分離させた数百
コの M.h.虫卵を，ほくやしたコロッケの中氏充分
混入し， (この猫はコロッケを非常に好いた。)昭和 
34年 10月 5日夕方乙れを食べさせ， 翌朝の全便を
浮j詩集卵した。浮滋法は硫苦加食塩水法による。比
重は 1240である。尿内l乙虫卵が検出されたので続
いて昭和 34年 10月 7日夜，多量の M.h.虫卵を
コロッケlζ混入して食べさせ， 7時間後の翌早朝排
世した軟便を集卵した。次で 10月 9日夜， M. h. 
の卵嚢数 10コをそのまま， コロッケに混入食べさ
せ， 10時間後の排便を集卵した。 
虫卵投与試験では，検出虫卵 100コを数え，変性
像の種類と頻度を記録した。
成績
1. Meloidogyne hapla (落在生寄生)卵の形態
及び大きさ
虫卵の形態を述べると，先ず卵殻は長随円形をな
し，鈎虫卵よりやや細長く，両端はなだらかな半円
をなし，東洋毛様線虫卵の如く尖る例は全くない。
時に卵のー側が僅かに凹み，或は轡曲し，バナナ型
を呈する事がある。色は無色透明，卵穀は比較的薄
く100倍の拡大で二重K見える。
一般に Meloidogyne雌虫では，根癌(虫痩)の 
中で雌虫体の下部に形成された卵嚢le:，持続的K産
卵する。一定期間後，卵嚢は根癌下部に垂れ下がり， 
土壌中に脱落する，従って卵嚢内には，産卵時期の
異なる虫卵が混在し，卵細胞の発育lと遅速が見られ
る。著者の観察によっても，単細胞期より仔虫期比
至る各段階の発育像が写真 1の如く認められた。以
下虫卵の顕微鏡写真は倍率 400である。卵の発育段
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第 1表 Meloidogyne hapla (落花生寄生)卵の長・短径の度教分布表
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第 1図 虫卵計測値の分布範囲
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階別出現頻度の 1例を挙げれば，後述する如くであ
るが，産卵開始後の観察時点の相違によって当然、そ
の頻度が異ると予想される。
卵細胞像は鈎虫卵，東洋毛様線虫卵のそれと類似
するが，特徴を挙げれば，一般に卵殻内の空隙が比
較的少い。単細胞期の細胞は随円形，卵殻内の両端 
lζ三日月形の空隙がある。 2--4分裂初期細胞は，
縦に並び細胞膜境界は明瞭である。仔虫期卵は， U
第 2図 正規確率紙による虫卵計測値の分布型検定
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字状， V字状像が少し大部分は S字状をなす。稀
に仔虫期卵には卵殻が薄くなり，大きさがやや増し
ているものがあり，又卵殻が仔虫の運動に伴って膨
張・轡曲している例もある。又卵殻は日を経るにつ
れて非薄となる如く，古い卵嚢内では脱殻仔虫を屡
々見受け，卵嚢より虫卵を取り出す機械的刺激で脱
殻する事も多い。写真2は，比較の為鈎虫卵，東洋
毛様線虫卵，姻虫卵の正常像及び変性像を示した。
落花生寄生 M.h.単一寄生の根腐より無作為lζ
取り出した虫卵の，長径及び短径は第 1表の如くで
ある。長径の最小 70.2，最大96.7. 平均 84.3μ，不
偏分散士 2.76，短径の最小 36.3，最大 48.0，平均 
42.0μ，不偏分散::!:2.50である。著者ら (1959)の
0.1 
0.01 
1図の如くで，長短径共分布範囲が後3者の分布範 
回の中聞にある。特に短径のそれは重なりが大き
計測したヅピニ鈎虫卵は長径平均 67ム短径 39.0μ，く，長径は，鈎虫卵の 70μ 以上大なる群と重なり，
アメリカ鈎虫卵は 66.0，40.3μ， 東洋毛様線虫卵は 東洋毛様線虫卵では全範囲が重なっている。人参よ 
90.1，44.2μ で，これらの度数分布を比較すると第 り得た Meloidogyneの虫卵とはよく類似した分布
A 
3ミ
雑
誌 第 36巻-468- 千 医 学
叩
を示した。各虫卵の長短径の分布型は多少左右何れ
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確率祇上に作図すると第2図の如く，各虫卵の長短
径共略直線上に並び正規型と見倣される。
2. 温熱処理試験成績 
1) 400C 2日連続加温試験。
成績は第2衰の如くである。
対象卵 16コの試験直前の発育段階は比較的初期
のものが多く， 1~8 細胞期 7 コ，桑実期 6 コ，仔
虫期3コで，桑実期 1コの軽度頼粒化?を除き他は
正常像である。加温2時間では著明変化はないが発
育は全く認められない。初期分裂期の 3コの細胞が
僅かに丸く膨化した。 4時間後は卵細胞像には変化
なく，虫卵の大きさがやや増加した例がある。 8時
間後， 1~8 細胞には小型単胞形成，細胞周縁頼粒
化，卵殻膜剥離等が出現した。桑実期では周縁細胞
頼粒化が全例に見られ，仔虫期卵でも虫体内l乙粗大
頼粒が出現した。 20時間後， 行虫期卵では虫体内
の頼粒が消え透明化がみられ，他のすべての虫卵に
は頼粒化変性が明瞭に認められた。 24--48時間後
は更に頼粒は粗大多数となり，卵殻膨化が全例l乙著
明l乙認められた。写真3は48時間後の卵の膨化，
粗大頼粒化，卵細胞崩壊，仔虫透明化を示したもの
である。以上体温(腸内温度)に近い 40DC連続加
温では 8時間で変性が明らかとなり， 20時間を経過
すると極めて顕著な粗大頼粒化，卵膨化が生じる。 
2) 沸騰水92DCによる加温試験
予備的K水温60DC5分， 10分， 80DC 5分， 10分
沸騰水 92DC 1分， 5分， 10分，処理を試みたが，
共に卵細胞は光沢ある粗大頼粒化，大型胞形成、を示
し，変性強度であった。然し卵殻は破壊されない。
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それで沸騰水92DCK 5分， 20分， 30分処理し，
それぞれ 100コの虫卵の変性像を記録したのが第4
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、 表，第5表，第6表である。第3表は無処理の対象成績である。先ず対象で、は正常像力I~ 86%で，変性
像の出現頻度が高いが，之は上述の如く産卵時期の
異なる虫卵が混在している為で，之を避けんとして
数回の予備観察を行って見たが，観察時期が早いと
N
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卵嚢内虫卵が僅少で，多数採卵するに困難を来す。
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E 桑実期，単細胞期の順lζ少くなり，変性は頼粒化が
比較的多く，之江小型胞形成が2コに並行した。崩
壊は 3コ，分裂不同 1コで他の変性像は見られなか
った。桑実期からの変性が多い。猫経口投与試験の
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第 3表沸騰水 920Cによる加温試験 対象 
|単細胞期|多細胞期|桑実期|蛸叫期|仔虫期| -1発育昨日 計 
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第 4表 920 C5分加温試験
[両両点I*Ill胞期(桑実期|開叫 τIf;g瓦戸弘司計~ 
正 首' {象 1 1 2 
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萎 和首 化 1 1 
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頼 粒 イじ 8 2 7 6 35 58 
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噌
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第 5表 920C 20分加温試験
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1 1 
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35 イじ明透
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8 8 
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E計 8 
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必 吐
A
斗Aqh
ワ白門
d 
3 6 1 25 65 
対象成績も之を用いる。 単独胞形成の 1例と，他の変性と並行した 10例計
第 4表lと示した通り 920C 5分で， 正常像が殆ん 21例を数え，叉同程度比透明化も多い。 ζれは主と
ど消失，変性は頼粒化が大半を占めた。又胞形成は， して仔虫期の透明融合像である。頼粒化の大半は発
。 円化化壊一明粒一計透穎崩一 1inLqL23 
3 6 1 2 
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育段階が不明で，何れも変性が強度，細胞の色調は
暗色化し，且つ光沢を増した。又卵殻周辺にゴミ様 
の附着物を伴っていた。 
920C 20分では， 第5表の如く強度の頼粒化，透
明化が 90%を占めた。仔虫期の透明化が目立ち，叉
単独胞形成が減少した。細胞色調は暗色，卵殻全体
がやや萎縮し，軽度変形を来たした例もあるが，破
壊されない。
920C 30分では第6表の如く上記の傾向が益々強
くなり，大部分類粒化し，叉発育段階不明が増加し
ている。卵殻は破壊されない。これらを写真4iζ示
した。
以上沸騰水中に比較的長時間処理すると，胞形成，
頼粒化，透明化等強度の変性を受けるが，卵殻は僅
かに萎縮変形するのみで，破壊されない事が明らか
である。
3. 人工胃液浸漬試験
成績を第7表より第 14表までに示した。
先ず対象として第7表の純水 (pH=6.3)では， 
1時間後に 15卵中 3コに卵殻膜剥離; 敏顕著， 2 
コl乙小型複胞形成， 1コに卵殻一部破壊?が見られ
間後 15卵中 7コは細胞が膨化し充満像を呈し， 叉
5コは卵殻が膨化し扇平となり， 1コは胞形成で全
放に変性が甚だしく， ζれらのうち 4コは卵殻の一
部が破壊，細胞質が卵外lζ崩れ出ていた。 2時間後
では更に卵殻膨化・扇平化が進行，卵細胞は融合し
て境界不明となり，卵内l乙充満，或は大型胞形成，
頼粒化が認められた。 3時間後も変性は進行した。
第 13表 0.5%(pH = 1.3)の人工胃液では， 1時 
間後の卵殻膜剥離が 15卵中 12コ，充満像2コ，頼
粒化1コで全体に変化を認め，膨化を来した例もあ
る。 2時間後剥離が全般に進行， 3時間後には更に
剥離著明となり，粗大頼粒化，胞形成，細胞膨化，
扇平化を来たし，変性が明瞭である。
第 14表 1%(pH=1.1)の人工胃液では， 1時聞
後 15卵中 6コは卵殻膜異常，頼粒化， その他に頼
粒化，充満像等の変性像が見られ， 2--3時間後は， 
僅かに卵が扇平化し 1コに融合像を見Tこ外上記変性
像l乙著変はなかった。
なお HCIO.035%人工胃液浸漬標本を 12時開放
置後観察したところ， 0.35%，0.5%と殆んど同じ強
度変性像を示した。之を写真 5にかかげ，又 0.5%，
たが，その後特記すべき変性は起らない。1.0%の継続観察例も示した。
第 8表ペプシン液 (pH=3.7)では， 1時間後卵
殻膜剥離，敏顕著が 15卵中2コ!小型単・複胞形
成が 7コ，叉細胞周縁の不整化が3コ，軽度頼粒化
が 1コに見られた。 3時間後上記の大部分は変化が
なく，変性した例としては蜂l料期細胞周縁不整の 1 
例が充満像に，当初変化のなかった 1コの仔虫期卵
が，粗大頼粒化に，又3細胞期頼粒化の 1コが細胞
膜境界不明となった。
第9表 0.035%(pH = 1.92) の人工胃液では， 1 
時間後 15卵中4コに卵殻膜剥離， 1コlζ穎粒化が
みられ， 2時間後細胞の一部透明化が 6コに生じて
いるが，そφ後変性が進行する事なく， 3時間後 1
コの仔虫期卵に大型胞形成がみられたのみである。
第 10表 0.05%(pH = 1.92)人工胃液では， 1時 
間後 15卵中 7コに細胞の一部軽度透明化がみられ，
3時間後ζのうち 4コの透明層増大をみた他特K著
明な変性は起らない。
第 1表 0.1% (pH = 1.55)人工胃液で、は， 1時間
後 15卵中 8コに軽度の卵殻膜剥離， 1コに大型胞
形成をみたが， 2時間後， 3時間後著変なく，胞増
加，剥離著明，頼粒化，透明化の 3例が僅かに認め
られた。
第 12表 0.35%(pH = 1.4)の人工胃液では， 1時
以上を括めると，人工胃液3時間浸漬では HCl
濃度0.35%が最も虫卵に強い影響を与え， ~0.5% が
之lζつぎ，強度変性像としては，卵殻の膨化，扇平
化，頼粒化， 細胞融合，崩壊等である。 0.03~% ，
0.05%，0.1%，1%では一部K軽度の変性は認めら
れたが，仔虫期卵の仔虫は生存していた。 ζの場合
変性像の特徴は卵殻膜剥離， 細胞周縁透明jじであ
る。 0.035%で 12時間浸潰した場合は強度変性を示
し?こ。 
4， 猫 lと於ける M.h.卵経口投与試験
よく分離した虫卵を猫に経口投与したところ，尿
内l乙は第 15表の如き虫卵が出現した。之を第3表
の対象と比較すると，正常像は殆んど消失，透明化
65%，萎縮 19%，単独又は並行して出現した大型胞
形成 13%である。透明化は各発育段階に亘ってみ 
られ，特に仔虫期卵からの移行が多い。萎縮像とし
ては初期分裂からのものが多い。特徴としては正常
卵に比し卵がやや細長く弱々しい感じで，卵殻の変
化も多い。卵細胞は殆んど変性像で時比淡黄色に着
色，大半は発育段階が明らかでない。透明化は特に
仔虫期卵l乙屡々みられ，仔虫体が淡黄色を呈する。
叉萎縮，大型単・複胞形成，粗大頼粒化，崩壊がみ
られる。卵嚢のまま経口投与した場合，尿内に現わ
2 
1 
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れた虫卵の形態は，分離した虫卵の場合の場合と同 次に汚染環境から飲食物以外のものを介して，経
じで，写真 61ζ示した。全尿検便したが卵嚢は検出 口的に混入する場合が挙げられる。土壌に撒布して
きれず，叉虫卵の周囲に卵嚢の一部が附着している いる虫卵が，風によって鹿挨と共に口・鼻K運ばれ，
例もなかった。 又汚染手指より口に入る可能性は，姻虫卵の風塵感
乙の投与試験で猫は毎回必ず下痢をした。なお写 染や，春先の集団検便で屡々鏡下に検出する松の花 
7真はかねて著者が集団検便に際して記録しておい 粉の尿内混入等と同一視する乙とは出来ないとして
た所謂人尿中不明線虫卵である。 も，充分推測されるところである。
その他人体を経過せず，排便後検鏡花至る間K，
者 察 人尿lζ虫卵が附着混入する場合もあろう。即ち野外
植物寄生線虫は我国農村に広ぐ蔓延し，農作物K K排便し，直接又は間接に土壌汚染を受けた場合で，
甚大な被害を与えるので，近年その対策の重要性が 農村に於ける検査に当つては，かかる経路で尿内に
識者Kよって指摘されてきた。そのうち根癌線虫 検出されることが皆無ではあるまい。 
Meloidogyneは寄生障害が最も著しく，全国的に ところで経口的に人体に混入した根癌線虫卵は，
被害が多発し，その寄生農作物としては， トマト， 腸管を通過する間，物理化学的な消化の影響を受け
ナス，キウリ，西瓜，南瓜，大豆， トウモロコシ， るが，果して破壊消失せず尿lζ出てくるものか。尿
落花生，小麦，稲等の果菜類及び殻類，馬鈴薯，甘 l乙出現する場合変形変性しているか。その形態はε
薯，山芋，人参，玉葱等の根菜類，キャベツ，タパ うか。という問題が生じてくる。乙れには消化液-
L クローパ一等がある。これら農作物は，我々が 体温・消化運動・滞留時間・等の各種要因とその相
日常普通に食品として用いるものである。叉根癌線 互的な影響が複雑に関係する。
虫の一世代は，夏期早いもので 15日，遅い場合は 著者は落花生寄生の Meloidogynehapla虫卵K 
70日であって， 1年数回乙れを繰返す。成熟雌は根 対して，加熱による変化を，低温 400Cの連続加温
癌部に棲息し卵嚢内に産卵する。卵嚢は成熟すると 実験と，高温 600C乃至沸騰水温度の短時間処理の
土中K脱落する。従って淫浸地の土中には虫卵が多 二群について観察した。前者は腸内温度の影響を，
数撒布されている。そして之が耕作等によって地表 後者は調理上加熱の影響を推定するてがかりを得ん
にも移動し，気象的或は人工的な経路によって更に としたものである。次いで，数種の HCl濃度人工
広く移動し，我々の生活環境を汚染すると考えられ 胃液を調整して，之氏 M.h.卵を浸漬，抵抗力を試
る。以上の点より考察すると，根癌線虫卵が，経口 験し，更にモデル試験として，鈎虫卵陰性を確認し
的lζ人体に侵入する可能性は充分にあると推定され た猫(猫には通常犬鈎虫 Ancylostomacaninum 
る。 が寄生する) IC M. h.虫卵を多数経口投与し，尿
そこで、人体混入経路として予想される場合を挙げ 内出現虫卵の形態的な変化を記録した。
ると，先ず根癌線虫の寄生する根菜類を始め，虫卵 400C連続加温では， 2時間後発育進行した卵は
の附着した野菜を食する場合が最も直接的で重要で なく， 4時間で軽度の卵膨化， 8時間で頼粒化を主
ある。根癌は支根に形成され，我々は根菜類の主根 とする変性が明らかとなり， 20時聞を経過すれば，
を主として食用する。調理に際して支根は除去さ 極めて著明な粗大頼粒化・卵膨化を来した。ところ
れ，又洗糠されて卵嚢の大部分は脱落すると考えら で，宮川 (1917) は鈎虫の発育至適温度域は 250C~
れるが，岨虫卵の野菜附着状況及び洗糠効果を検査 300Cとし， McCoy (1930)は犬鈎虫について， 400C 
した多くの先人の業績(森下 1953) より推定すれ では瞬化する卵が減少， 420Cでは全く瞬化しない
ば，普通家庭で行う水洗程度で-は完全に清浄化する と述べ，方波見(1959)は6日間の秘結便(この間
事は困難であろう。特に生食する場合， (農村民於 人腸内温度 380C 1乙保たれたと言い得る〉中ヅピニ
ては，一般に自家栽培作物，甘薯・人参・等を，水 鈎虫卵は著しく発育障害を受け，排世直後において，
洗のみで，皮をむかず食用する。)加工による卵の 尿の排世前半部内虫卵の 42%. 後半部 14%の変性
消耗が少く，人体混入機会としては大なるものであ 卵が存在したという。 M.h. 卵は土壌中に産卵さ
ろう。又加熱によって根癌線虫卵が破壊されないな れ， y醇化して仔虫となり，再び植物根部に入るので，
らば，一層野菜食による混入機会は増大するであろ その生活史よりみて動物寄生の鈎虫卵より発育の至
つ。 適温度域は低いと想像されるが，今回の成績の影響
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の強さからも同様に考えられる。従って著者が用い これら変性像は，既報の人体寄生線虫，特に鈎虫
た如き形態的lζ正常な M.h.虫卵が人体に混入し 及び東洋毛様線虫卵とまぎらわしい「人尿中不明線 
Tこ場合，腸内温度の影響のみでもかなり変性すると 虫卵Jと酷似する。写真 6と7では後者がやや大き
予想される。 わ他は，形態的lζ鑑別が困難である。変性像の特徴
高温lにζよる
分で既Iに乙組大頼粒化，大型胞形成等の強度変性がみ を考考.慮 lに乙入れ，著者らの所謂「人尿中不明虫卵J
られたが，卵殻は壊されず，沸騰水 920C30分煮沸 は，植物寄生 Meloidogyneの虫卵と見倣す乙と
しても粗大頼粒化は益々強度となったが，卵殻は僅 が出来ると考える。我国lζ普通にみられる Meloi・
かに萎縮変形するのみで破壊しない。調理上の加熱 dogyneは， M. Javanica，M. incognitaacrita， 
では，他に調味料添加j撹杵その他の条件が随伴す M. hapla，等で，二三の植物より採取せる虫卵の
ることもあるが，これを一応考慮しなければ，煮野 計測値は既報の通りで，東洋毛様線虫卵より大なる
菜と雌も，根腐線虫卵の混入源となる可能性が考え 例もある。著者の用いた M.h.の虫卵は比較的小
られる。 型種である。その計測値の分布範囲は鈎虫卵と東洋
人工胃液試験では，人民おける胃液酸度の生理的 毛様線虫卵の中聞にまたがって，大いきの上からは
動揺範囲を含む pH 1~2 の試験液を調整，之に 3 上記二種の虫卵と誤認される危険は多いにある。写
時間浸潰したところ， HCl濃度 0.35%.pH 1.4と 真 1R.示した正常像の多細胞期以後発育段階では形 
0.5% 1.3の両群では卵殻膨化・扇平化・頼粒化・細 態的l乙鈎虫卵と類似する。しかし人尿内には通常変
胞融合・崩壊等の著明な変性像を示し， 0.1% 1.6， 性卵のみが現われるので，特徴的な変性像を念頭に 
1% 1.1では軽度変性を示したが， 仔虫期卵は生存 おてい観察すれば，その鑑別は必ず、しも困難でない
運動していた。 0.05% 1.9，0.035% 1.9では更に影 であろう。今後検査に際して充分な注意を払い，・正
響が軽微であった。之によると，生理的胃酸濃度 確な判定が行われる様希望する。 
1. 6~2.0 では殆んど影響を受けず，過酸症の場合影
響がみられるが，然し HCl濃度 1%pH 1.1では
総 括
高濃度でありながら 0.5% 1.3より影響は軽微であ さきに著者らが「人尿中不明虫卵j として指摘し
った。かかる結果は，標本選定lと伴う誤差か，真に た虫卵が，植物寄生の根癌線虫 Meloidogynep:，類
HCl濃度による差か不明である。 HCl濃度である 似するので，その一種 M.hapla を落花生の根よ
とすれば， ペプシンの働く至適 pHの問題が関係 り分離し，之に二三の抵抗試験を試み，叉猫lζ経口
すると言えるであろうか。本論文では変性像を観察 投与し，次の如き結果を得た。
することに主眼を置いたので， ζれらの点について 1. M.h. 虫卵の形態は， 長随円形， 色は無色
は今後の検討に侯ち度い。而して今回の人工胃液浸 透明，卵殻は薄L、。細胞像は単細胞期より仔虫期に
戸漬試験は室温下で行ったが，特徴のある変性像が出 至る各発育段階を示し，多細胞以後の分裂像は鈎虫
現し，虫卵は破壊消失することはなかった。 卵に酷似する。長径は 84.3μ 短径は 42.0μ，で鈎
以上二三の条件に対する抵抗試験の結果は，人体 虫卵と東洋毛線虫卵の計測値の略中聞に分布し，そ 
lと経口的l乙混入した虫卵が尿内l乙出現する可能性を の分布型は正規型K近似された。 
示唆した。 2. 腸内温度に近い 40
0C連続加温試験では， 8 
そこで猫に対して M.h.虫卵の経口投与を実施 時間で変性が明らかとなり， 20時聞を経過すると
した。投与試験は人体で実施することが望ましい 顕著な粗大頼粒化，卵膨化がみられた。
が，多量の虫卵投与による万一の障害が生ずる乙と 3. 60
0
C 5分で既に組大頼粒化，大型胞形成を示
を恐れ，且つ人尿は量が多く虫卵検出が容易ではな し，沸騰水 92
0
C中 30分加温では，更に之に透明
いので，之を避けた。猫尿内lζ出現した虫卵の特徴 化が加わって強度変性を示した。卵殻は僅かに萎縮
は，透明化・萎縮・大型複胞形成・頼粒化等で，全 したが破壊されない。
体に虫卵は弱々しく，内部が透明となり，細胞境界 4. 人工胃液浸漬試験を各種 HCl濃度で， 3時
が融合不明瞭となり，特に仔虫期では虫体が透明淡 間試みた結果， HCl濃度 0.35%が最も虫卵に強い
黄色を呈する。卵嚢のまま投与しても全く同じ型の 影響を与え， 0.5%が之に次氏卵殻膨化，肩平化，
変性像がみられた。 頼粒化，細胞融合，崩壊等が認められた。
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5. 猫lと経口投与したところ，尿内に透明化，萎 農村医誌， 8，1，57-60. (1959) 
縮，大型胞形成，等の変性卵が排准された。卵嚢の 2) 柳沢十四男: 嗣虫卵変性に関する研究，寄生
まま投与しても同じ結果が得られた。との変性像 虫誌， 4，4，348-354. (1955) 
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中不明虫卵jは植物寄生 Meloidogyneの虫卵が人 様線虫(トルコ・ストロンギールス)属種寄生 
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5) 宮川米次: 日新医学， 6，9，1393-1458. 
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写 説 明
(倍率は 400倍) 
真
1， 根癌線虫 Meloidogynehapla正常卵
-1. 単細胞期 
-2. 2細胞期 
-3. 3細胞期 
-4. 4細胞期 
-5. 5--6細胞期 
-7. 桑実期 
-8. 附叫期 
-9. V字状仔虫期 
-10. S字状仔虫期 
2， 人体寄生線虫卵
-1. ヅピニ鈎虫卵，正常 V字状仔虫期 
-2. アメリヵ鈎虫卵，正常附叫期 
-3. 鈎虫卵，頼粒化・小型複胞形成 
-4. 向上，萎縮 
-5. 東洋毛様線虫卵，正常桑実期 
-6. 向上，崩壊 
-7. 畑虫卵，正常単細胞期 
-8. 向上，不受精
一 9. 向 上，不受精蛋白被膜脱落 
3. 	 400C 2日連続加温試験， M. h.変性卵
-1. 頼粒化・充満・卵殻膨化 
-2. 崩壊・卵殻一部破壊・卵殻軽度膨化 
-3. 2細胞期，粗大頼粒化・卵殻軽度膨化 
-4. 仔虫期，透明化卵殻膨化 
4， 沸騰水920C5分， 20分， 30分処理 M.h. 変
性卵 
-1. 5分処理，仔虫期，透明化 
-2. 向 上，粗大頼粒化 
-3. 向 上，頼粒化・大型胞形成 
-4. 20分処理，頼粒化 
-5. 向 上，頼粒化・軽度萎縮・胞形成 
-6. 向 上，仔虫期，透明化 
-7. 30分処理，穎粒化・軽度萎縮・大型単胞形
成
 
-8. 向 上，頼粒化・変形 
  
-9. 向 上，仔虫期，透明化 
  
5， 人工胃液浸漬試験の変性卵 
-1. 0.035%人工胃液12時間浸漬， 4細胞期， 
細胞膜境界不明・平坦化 
-2. 向 上，多細胞期，頼粒化 
-3. 向 上，頼粒化・大型単胞形成 
-4. 向 上，仔虫期，透明化・溶解・平坦化 
-5. 向 上，粗大頼粒化，崩壊 
-6. 0.5%人工胃液漫潰直後，単細胞期，正常
一 7. 向 上 1時間後，同上卵，頼粒化・膨化 
-8. 同 上3時間後，向上卵，粗大頼粒化・
膨化 
-9. 向 上直後， 2細胞期，正常 
-10. 向 上 1時間後，向上卵，穎粒化・膨化 
-11.向 上3時間後，同上卵，頼粒化・崩壊
-膨化 
-12. 同 上直後，仔虫期，正常 
-13. 向 上 1時間後，向上卵，穎粒化・膨化 
-14. 向 上3時間後，向上卵，穎粒化・膨化 
-15. 1%人工胃液浸漬直後， 2細胞期，正常 
-16. 同 上 1時間後，向上卵，正常 
-17. 同 上3時間後，向上卵，変形・ 1部透
明化 
-18. 同 上直後，桑実期，正常 
-19. 同 上 1時間後，同主卵，周縁細胞不整 
-20. 同 上3時間後，向上卵，周縁細胞不整 
-21.同 上直後，仔虫期，正常，運動(十) 
-22. 同 上 1時間後，向上卵，正常，運動(十) 
-23. 同 上 3時間後，向上卵，正常，運動(+) 
6， 経口投与による猫尿内変性卵
-1. 虫卵投与，変形・胞形成
一 2. 同 上，粗大頼粒化 
-3. 同 上，萎縮 
-4. 同 上，強度萎縮・小型複胞形成 
-5. 同 上，仔虫期，透明化・淡黄色 
-6. 同 上，向上， 
-7. 同 上，向上，卵殻轡曲 
-8. 卵嚢投与，変形・大型複胞形成 
-9. 同 上，萎縮・転位・大型単胞形成 
-10. 同 上，軽度萎縮・大型複胞形成 
-11. 同 上， 4細胞期，細胞膜境界不明・胞
形成 
  
-12. 同 上，仔虫期，頼粒化 
  
7， 人尿内不明虫卵
-1. 千葉市第一高校 氏名不詳，仔虫期，崩壊 
-2. 千葉県海上郡喫鳴中学 秋みつ氏，頼粒化
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大型複胞形成 期，透明化卵殻変形  
-3. 向 上，菅谷剛氏，向上・萎縮転位  -5. 千葉県夷隅郡大原町中学 氏名不詳，透明  
-4. 千葉県市原郡姉ケ崎町斎藤しげ氏，仔虫 化
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